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皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
６
月
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

７
年
目
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身
に

余
る
大
役
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
有
意
義
な
高
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
る
関
係

で
、
研
修
会
な
ど
に
も
た
び
た
び
参
加

し
、
毎
回
教
育
を
取
り
巻
く
話
題
に
つ

い
て
の
講
演
を
拝
聴
し
て
い
ま
す
。
一

昨
年
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
補
佐
官
の

鈴
木
寛
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
三
年
に
一
度
15
歳
向
け
に
実
施
し
て

い
る
国
際
学
力
テ
ス
ト
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調

査
」
で
、
日
本
は
２
０
０
３
年
に
一
度

低
迷
し
ま
し
た
が
そ
の
後
の
教
育
改
革

に
よ
り
、
２
０
１
２
年
に
は
当
時
の
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
34
か
国
中
平
均
得
点
が

科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
１
位
、
読
解

力
で
も
１
位
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
で

は
２
位
、
そ
し
て
総
合
１
位
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
日
本
の
15
歳
は
世
界

一
」
で
あ
り
、
「
15
歳
ま
で
の
日
本
の

教
育
は
世
界
一
」
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
高
校
教
育
と

大
学
教
育
で
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
高
校
で
は
伸

び
悩
み
、
大
学
で
は
も
っ
と
残
念
な
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
の

国
際
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
東
京
大

学
39
位
、
京
都
大
学
91
位
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
満
足
で
き
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
高
校
教
育
と
大
学
教

育
を
集
中
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
鈴
木
さ
ん
は
力
説
し
て
い
ま

す
。

　

実
際
に
多
く
の
高
等
学
校
教
育
の
現

場
で
は
、
学
習
指
導
要
領
よ
り
も
事
実

上
、
大
学
入
試
の
ほ
う
が
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
入
試
に
対
応
し
た

教
育
に
な
り
が
ち
な
の
で
す
。
大
学
入

試
が
変
わ
ら
な
い
と
高
校
教
育
は
変
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
ま
で
中
心
だ
っ
た
「
知

識
・
技
能
」
に
プ
ラ
ス
し
て
、
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
「
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
」
と
い
っ
た
学
力

の
３
要
素
を
伸
ば
す
こ
と
に
注
力
し
て

い
き
ま
す
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
記
述

式
、
脱
丸
暗
記
、
高
校
時
代
の
活
動
報

告
、
面
接
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
能
力
を
重
視
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
の
告
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
大

接
続
改
革
の
一
つ
と
し
て
セ
ン
タ
ー
試

験
の
大
幅
な
内
容
変
更
が
１
年
後
と
い

う
こ
と
で
、
教
育
現
場
は
待
っ
た
な
し

の
印
象
を
私
は
持
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
時
代
の
変
化
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
教

育
環
境
を
家
庭
、
学
校
、
行
政
の
橋
渡

し
役
と
し
て
提
供
す
る
お
手
伝
い
を
担

う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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PTA活動紹介
　四国学院大学香川西高校、聾学校
第68回全国高P連大会佐賀大会報告
県教育委員会より
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期　日　平成30年10月19日（金）・20日（土）
訪問校　関西大学（千里山キャンパス）、近畿大学（東大阪キャンパス）、
　　　　大阪芸術大学附属大阪美術専門学校、桃山学院大学

高Ｐ連より（一般財団法人香川県高等学校教育振興会主催）
第25回大学・専門学校訪問研修会（大阪方面）の実施

香川県教育委員会事務局　生涯学習・文化財課より

全国高Ｐ連より
「西日本豪雨災害義援金」の募集活動のお知らせ
　平成30年台風第７号及び前線等に伴う大雨災害により、西日本を中心
に甚大な被害が出ました。被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上
げます。
　このたび全国高Ｐ連では、各県高Ｐ連を通して義援金を募ることとし
ました。（義援金は全国の各単Ｐから募り、中国四国地区内の高Ｐ連を
通し教育支援のために活用いたします。）
【香川県高Ｐ連】
　振込：各校で集約→香川県高Ｐ連の口座へ
　締切：平成 30年 12月 28日（金）

　瀬戸内国際芸術祭総合ディレク
ターの北川フラムさんを講師とし
て、島や芸術祭について学ぶプロ
グラムに、県内のさまざまな高校
から集まった約 100 名の高校生。
女木島と男木島のアート作品を鑑
賞したり、瀬戸内の「食」を堪能
したり、さらに島を元気にする方
法を考え、グループで熱い討論を

行ったりと、有意義な活動を行いました。真夏の太陽の下、青く輝
く瀬戸内の海と島と、地元香川の未来を担うエネルギッシュな高校
生たち。この２日間で、郷土のすばらしさとその未来への関心を高
めることができました。この経験を生かしてさらに視野を広げ、成
長を遂げていってほしいと思います。

高校生のための瀬戸内アートサマープログラム（8月20日、21日）

平成30年10月1日発行 発行・編集／香川県高等学校PTA連合会事務局　高松市西内町7番11号　香川県高等学校PTA会館内
TEL087-851-4614　FAX087-851-4628　E-mail info@kagawa-koupren.com　URL http://kagawa-koupren.com/
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一般財団法人香川県高等学校教育振興会定時評議員会

PTA会長等研修講演会報告

平成30年度

役員名簿
役員名簿

大津市教育委員会いじめ問題等教育課題アドバイザー（元大津市教育委員会教育長）　桶谷　　守　氏
　

７
月
24
日
に
香
川
県
教
育
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
に
お
い
て
、
『
平
成

30
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
研
修
講
演

会
』
が
県
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
津
市
教
育
委
員
会
い
じ
め
問
題

等
教
育
課
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
元
大

津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）
桶
谷　

守
氏
を
お
招
き
し
、
「
今
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
〜
学
校
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
通

し
て
〜
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

桶
谷
先
生
は
、
中
学
校
現
場
で
の

ご
勤
務
の
後
、
京
都
市
教
育
委
員
会

生
徒
指
導
課
長
や
教
育
相
談
総
合
セ

ン
タ
ー
所
長
、
京
都
教
育
大
学
教
授

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
大

津
市
教
育
委
員
会
の
い
じ
め
問
題
等

教
育
課
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
京
都
教

育
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
市
の
教
育

相
談
顧
問
と
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

桶
谷
先
生
は
、
講
演
の
冒
頭
で

「
教
育
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

語
源
か
ら
ひ
も
解
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
教
」
の
字
は
、
旧
字
体
か
ら

「
爻
＋
子
＋
攵
」
で
あ
り
、
「
爻

（
コ
ウ
）
」
は
「
互
い
に
」
と
い
う

意
味
を
持
っ
て
お
り
「
親
子
」
を
指

し
ま
す
。
「
攵
（
ボ
ク
）
」
の
元
の

形
「
攴
」
は
ム
チ
や
棒
を
表
す
象
形

文
字
で
、
「
棒
を
も
っ
て
注
意
す
る

親
子
関
係
」
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
「
育
」
の
字
は
「　

＋

月
」
で
あ
り
、
「
月
（
ニ
ク
ヅ

キ
）
」
の
上
に
子
が
反
対
に
な
っ
た

「　

（
ト
ツ
）
」
が
の
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
赤
子
が
無
事
に
生
ま
れ

る
」
と
い
う
意
味
の
象
形
文
字
で
、

「
無
事
に
生
ま
れ
て
よ
く
育
つ
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
ス
ダ

ツ
」
「
ソ
ヒ
タ
ツ
」
傍
ら
に
立
っ
て

支
え
る
、
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、

教
育
は
「
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
ま
で
、

助
け
導
く
」
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
が
、
英
語
で
は

「education

」
と
な
り
、
こ
れ
は
ラ

テ
ン
語
の
「e

d
u
c
a
t
io

」

「e
d
u
c
e
re

」
が
語
源
で
す
。

「educere

」
は
引
き
出
す
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
「education

」
と
い
う

語
に
は
「
そ
の
子
の
い
い
と
こ
ろ
を

引
き
出
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
子
が
持
っ
て
い
る
素
質
、
そ

の
子
ら
し
さ
を
「
教
育
」
で
も
っ
て

引
き
出
し
た
い
、
と
い
う
の
が

「education

」
で
す
。

　

日
本
は
、
あ
る
程
度
強
制
力
を

も
っ
て
子
供
を
育
て
る
、
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
話
か
ら

始
ま
り
、
い
じ
め
の
デ
ー
タ
や
認
知

件
数
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
や
原
因

を
綿
密
に
分
析
し
た
結
果
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
時
に
は
子
ど
も
た
ち
の

遺
書
が
朗
読
さ
れ
、
心
痛
む
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
臨
場
感
が

あ
り
、
な
お
一
層
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
る

原
因
は
何
な
の
か
、
問
題
は
何
か
、

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て

説
い
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
立
命
館
大
学
教
授　

団
士
郎
さ
ん
の
「
家
族
の
練
習
問
題

　

〜
自
転
車
泥
棒
〜
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
話
を
引
用
さ
れ
、
簡
単
に
物
を

与
え
な
く
て
子
ど
も
に
我
慢
を
さ
せ

る
。
単
に
「
我
慢
を
さ
せ
る
」
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
思
い
の
中
で
、
子
ど

も
と
話
を
し
な
が
ら
意
思
決
定
を
し

て
い
く
。
な
か
な
か
で
き
な
い
。
で

も
、
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と

を
通
し
て
、
親
と
子
ど
も
が
一
緒
に

我
慢
を
考
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
、
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
感

じ
て
い
る
と
、
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
『
寄
り
添
う
』
を
大
切
に
し
た

い
。
」
「
厳
し
い
現
実
を
学
び
ま
し

た
。
」
「
２
学
期
か
ら
子
ど
も
を
見

つ
め
る
目
を
養
う
こ
と
が
で
き

た
。
」
「
実
際
の
事
例
に
基
づ
い
た

話
を
聞
き
、
改
め
て
い
じ
め
の
恐
ろ

し
さ
、
残
酷
さ
を
感
じ
た
。
子
ど
も

の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
と
と
も
に
、

子
ど
も
が
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
う
。
」
「
い
じ
め
が

起
こ
る
背
景
が
、
こ
れ
ま
で
の
も
や

も
や
し
た
定
義
づ
け
で
な
く
、
丁
寧

に
分
析
さ
れ
て
い
て
、
す
っ
き
り
納

得
で
き
ま
し
た
。
」
「
我
々
大
人
が
、

子
ど
も
の
世
界
、
子
ど
も
の
感
覚
を

し
っ
か
り
知
る
努
力
を
す
べ
き
だ
と

思
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

桶
谷
先
生
の
熱
心
な
講
演
に
、
参

加
者
全
員
が
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
お
り
、
と
て
も
充
実
し
た

研
修
講
演
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

式
、
香
川
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
総
会

及
び
一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学
校
教
育

振
興
会
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
工
代
県

教
育
長
を
始
め
、
県
教
育

委
員
会
、
関
係
団
体
等
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
退
任

さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進

功
労
者
と
し
て
、
表
彰
状

36
名
、
感
謝
状
47
名
、
県
連
本
部
功
労
者
９
名
が
表
彰
さ
れ
、

泉　

満
会
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
高
松
西
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
あ
り
、

本
会
監
事
で
あ
っ
た
松
川
博
文
様
が
謝

辞
を
述
べ
て
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
総
会
に
お
い
て
は
、

○
29
年
度
事
業
報
告

○
29
年
度
収
支
決
算､

監
査
報
告

○
30
年
度
事
業
計
画
案

○
30
年
度
収
支
予
算
案

○
30
年
度
役
員
の
選
任

○
第
68
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
（
佐
賀
大
会
）
に
つ
い
て

○
香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
規
約
等
の
改
正
に
つ
い
て

○
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針
並
び
に
個
人
情
報
保
護

　

規
程
の
策
定
に
つ
い
て

の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
役
員
よ
り
説
明
・

報
告
の
後
、
審
議
さ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会
に

お
い
て
は
、

○
29
年
度
事
業
報
告

○
29
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

の
３
議
案
が
滞
り
な
く
議
了
し
た
の
ち
報
告

事
項
に
移
り
ま
し
た
。

○
30
年
度
事
業
計
画

○
30
年
度
収
支
予
算

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　

以
上
を
も
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

役職名
会　長
副会長

理　事

氏　名
泉　　　満
名和京太郎
國時　忠能
平畑　博人
松木　聡司
千切谷耕一郎
堀　　政礼
村山　祐介
井上　　雅
森江　　実

所属校
高　松　南
三　本　松
丸　　　亀
高 　松 　南
石　　　田
高 　 　 松
高 松 工 芸
香 川 中 央
坂 出 工 業
善通寺第一

所属校役職名
顧　問
会　長
会　長
校　長
校　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長

役職名
理　事

常務理事
監　事

顧　問

氏　名
多田　幸平
岩倉　秀人
栗林　　哲
小野　眞澄
山本　主税
安藤　航二
山口　照雄
福田　直樹
綾田　福雄

所属校
観音寺第一
観音寺総合
坂 出 第 一
大手前丸亀
高 松 養 護
高Ｐ連事務局
高　松　西
丸 亀 城 西
元高Ｐ連会長
（大手前高松）

所属校役職名
校　長
会　長
校　長
校　長
校　長
事務局長
会　長
会　長
顧　問

平成30年度　一般財団法人
香川県高等学校教育振興会

役職名
理事長
常務理事
理　事

監　事

氏　名
泉　　　満
安藤　航二
梶　　正司
平畑　博人
多田　幸平
中條　敏雄
小野　眞澄
山口　照雄
福田　直樹

所属校
高　松　南
振興会事務局
高 松 商 業
高　松　南
観音寺第一
高 松 第 一
大手前丸亀
高　松　西
丸 亀 城 西

所属校役職名
顧　問
事務局長
校　長
校　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長

平成30年度　香川県高等学校PTA連合会

今の時代に求められる子どもたちとの関わり～学校を取り巻く諸問題を通して～
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本
校
は
、
西
讃
地
区

唯
一
の
私
学
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
香
川
県
内
唯

一
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
高

等
学
校
で
す
。
創
立
70

周
年
を
迎
え
た
２
０
１

６
年
４
月
に
四
国
学
院
大
学
の
系
属
校
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
香
川
西
高
等
学
校
か
ら
校
名
も
四

国
学
院
大
学
香
川
西
高
等
学
校
と
改
め
、
新
た

に
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、
『V

os estis 
sal 
terrae

』（
汝
ら
は　

地
の
塩
で
あ
る
。
）

は
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
、
他

の
人
や
物
に
代
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
か
け

が
え
の
な
い
人
間
だ
。
」
と
の
宣
言
で
す
。
ま

た
、
教
員
、
保
護
者
が
連
携
し
な
が
ら
、
豊
か

な
人
間
性
の
醸
成
に
寄
与
す
る
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
「
教
育
振
興
会
」
と
称
さ

れ
、
在
校
生
の
保
護
者
の
み
に
限
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
卒
業
後
も
教
育
振
興
会
役
員
と
し
て

活
動
が
出
来
る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
年
１
回
の
振
興
会
だ
よ
り
の
発

行
と
、
香
川
県
私
学
振
興
大
会
へ
の
参
加
、
四

学
香
川
西
高
祭
で
の
、
バ
ザ
ー
の
出
店
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
学
振
興
大
会
は
、
昨
年
度
か
ら
大
会
運
営

が
保
護
者
会
と
な
り
、
「
親
の
願
い
」
と
題
し

て
代
表
者
１
名
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度

の
大
会
に
お
い
て
、
「
学
校
選
択
の
自
由
化
が

進
む
今
、
魅
力
あ
る
学
校
作
り
と
し
て
、
保
護

者
、
教
員
と
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
の
発
表
に
と
て
も
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
毎
年
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
西
高

は
、
寮
生
が
全

校
の
４
割
強
を

占
め
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
文

化
祭
バ
ザ
ー
で

は
、
懐
か
し
い

家
庭
の
味
、
食

べ
て
ぱ
っ
と
笑

顔
に
な
る
よ
う
な
物
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
、

保
護
者
が
い
ろ
い
ろ
と
思
考
し
な
が
ら
奮
闘
し
、

当
日
の
朝
か
ら
準
備
と
調
理
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
文
化
祭
は
９
月
の
初
旬
に
あ
り
、
季
節
的

に
も
食
材
の
扱
い
に
は
十
分
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
役
員
同
士
が
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、
子
供
達
の
笑
顔
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、

保
護
者
も
楽

し
み
な
が
ら
、

学
校
と
連
携

し
、
生
徒
の

生
き
る
力
や
、

未
来
へ
の
可

能
性
を
高
め

る
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば

…

と
思
い
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

本
校
は
県
内
唯
一
の

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
の
た
め
の

学
校
で
す
。
幼
稚
園
・

小
・
中
・
高
等
学
校
に

準
じ
た
教
育
や
発
達
段

階
に
応
じ
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
豊
か

な
心
、
自
立
の
力
」
の
校
訓
の
も
と
、
約
40
名

の
幼
児
児
童
生
徒
が
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指

し
て
、
日
々
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
級
等
の
運

営
、
運
動
会
・
学
校
祭
へ
の
参
加
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

よ
り
発
行
（
年
３
回
）
、
環
境
整
備
（
年
２

回
）
、
ベ
ル
マ
ー
ク
回
収
、
特
別
支
援
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・
研
究
協
議
会
へ
の
参
加
な

ど
で
す
。

　

運
動
会
で
は
、
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
競
技
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
綱
引
き
、
今
年
は
ラ

ケ
ッ
ト
と
キ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
リ
レ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
が
積
極
的
に
参

加
し
た
こ
と
で
、
保
護
者
間
の
親
睦
が
深
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２

年
に
１
度
の

学
校
祭
で
は
、

毎
回
手
話

コ
ー
ラ
ス
を

披
露
し
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手

話
コ
ー
ラ
ス

は
定
期
的
に

集
ま
り
、
事
前
に
練
習
を
重
ね
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
で
は
、
手
芸
の
得
意
な
保
護
者
が
講
師

役
と
な
り
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
や
髪
飾
り
な
ど
を
手

作
り
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
得
意

分
野
を
生
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
で
保
護
者
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

　

10
年
ほ
ど

前
か
ら
、
保

護
者
の
発
案

で
年
に
２
〜

３
回
、
保
護

者
に
よ
る
環

境
整
備
作
業

を
行
っ
て
い

ま
す
。
ベ
ル

マ
ー
ク
や
テ

ト
ラ
パ
ッ
ク

を
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
、
小
さ
な
幼
児
児
童
が

深
さ
の
あ
る
大
プ
ー
ル
に
入
れ
る
よ
う
に
プ
ー

ル
フ
ロ
ア
を
も
ら
っ
た
り
、
手
話
を
し
な
が
ら

利
用
で
き
る
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
拡
声
器
を
も
ら
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
普
通
校
よ
り
も
長
い

期
間
聾
学
校
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

先
輩
保
護
者
さ
ん
た
ち
と
若
い
保
護
者
さ
ん
た

ち
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
親
し
く
交
流
を
持

ち
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
励
ま
し

あ
っ
た
り
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
学
校
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
保

護
者
も
成
長
で
き
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
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祝　表　彰
～おめでとうございます～

第68回 全国高等学校PTA連合会大会　　　大会報告佐賀

「
広
め
よ
う　
高
め
よ
う　
慈
し
む
心
」

大
会
テ
ー
マ

〜
君
た
ち
が
つ
く
る
希
望
の
明
日
を
〜

県教育委員会より
「教職員の働き方改革」に取り組んでいます！

　教職員が心身両面の健康を維持しながら、教育活動に意欲的に取り組むことができる環境づくりを進め、ひいては、教育の質の向上と子ども
たちの豊かな成長をめざして、県教育委員会では、「教職員の働き方改革プラン」を今年３月に策定しました。
　本プランでは、重点的に取り組む事項として、夏季休業中における学校閉庁日の設定などのほか、次のような事項を掲げています。
　働き方改革を実現するために、保護者の方々のご理解とご協力をお願いします。

・緊急時の連絡体制を整えたうえで、県立学校では平日の夜間や休日において、留守番電話等で対応します。定時制・通信
　制課程のある学校については、実態にあわせて対応します。

　佐賀大会において香川県より受賞された個人・団体・優良PTA文部科学大臣表彰等の表彰者（校）は、
次のとおりです。

◆全国高P連会長表彰（個人）

　松川　博文　氏
（高松西高校前PTA会長）
　　単Ｐ副会長２年
　　単Ｐ会長１年
　　県高Ｐ連監事１年

高校生総合保障制度
〈担当代理店〉　㈲アワード　TMG（トータルマネジメントグループ）　㈱アイネクスト

　

８
月
20
日
（
月
）
・
21
日
（
火
）
に
、
佐
賀
県
佐
賀
市
他

３
市
に
お
い
て
、
第
68
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
佐
賀
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
香
川
県
か

ら
33
校
71
名
が
、
全
国
か
ら
は
約
９
２
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
前
日
は
、
唐
津
市
の
秋
祭
り
「
唐
津
く
ん
ち
」

の
主
役
で
あ
る
曳
山
の
豪
華
絢
爛
さ
に
感
動
し
、
唐
津
城
か

ら
は
眼
下
に
見
え
る
玄
界
灘
の
紺
碧
の
海
に
心
打
た
れ
ま
し

た
。

　

大
会
初
日
に
は
開
会
式
に
続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
香

川
県
関
係
で
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
で
１
団
体
と
２
名
の
方

が
、
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
で
２
団
体
と
２
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
基
調
講
演
で
は
、
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
の
レ
モ
ン
さ
ん
（
山

本
シ
ュ
ウ
さ
ん
）
が
「
レ
モ
ン
さ
ん
の
ビ
タ
ミ
ン
ト
ー
ク
！　

〜

慈
し
み
の
合
言
葉
！ W

e are 

シ
ン
セ
キ
！
〜
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
レ
モ
ン
さ
ん
は
、
娘
の
通
う
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
、
レ
モ
ン
の
か
ぶ
り
も
の
を
し
た
「
レ
モ
ン
さ
ん
」
と
い
う

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
５
年
間
務
め
、
そ
の
活
動
が
著
書
「
レ
モ
ン
さ

ん
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
爆
談
」
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
自
称
「
お
せ
っ
か
い

な
シ
ン
セ
キ
の
オ
バ
チ
ャ
ン
！
」
と
し
て
、
講
演
会
な
ど
い
ろ
ん

な
お
節
介
を
し
に
、
全
国
を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
講
演
の

中
で
は
、
「
時
代
は
、
『
第
二
の
明
治
維
新
』
真
っ
た
だ
中
！
だ

か
ら
、
叩
き
合
い
、
迷
い
、
孤
独
が
増
え
て
い
ま
す
！
」
「
レ
モ

ン
さ
ん
の
合
言
葉
は
、 W

e are 

シ
ン
セ
キ
！
」
と
い
っ
た
叫
び

と
も
と
れ
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
科
会
で
は
４
市
５
会
場
に
分
か
れ
て
、
全
国
高
Ｐ
連
研
究
発
表
を
は
じ
め
、

７
分
科
会
が
開
か
れ
、
各
会
場
で
は
慈
し
む
心
に
満
ち
た
発
表
と
、
熱
の
こ
も
っ
た
研
究

協
議
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
、
記
念
講
演
と
分
科
会
報
告
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
４
市
５
会
場
に
分
か
れ
て
の
分
散
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
特
徴
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
計
５
本
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
、
講
師
の
紹

介
を
し
ま
す
。

　
　

佐
賀
県
総
合
体
育
館
：
株
式
会
社
タ
ニ
タ　

代
表
取
締
役
社
長　

谷
田　

千
里
氏

　
　

佐
賀
市
文
化
会
館
：
佐
賀
新
聞
社　
専
務
取
締
役
・
論
説
委
員
長　
富
吉　

賢
太
郎
氏

　
　

唐
津
市
文
化
体
育
館
：
唐
津
商
工
会
議
所　

会
頭　

宮
島　

清
一
氏

　
　

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
：
環
太
平
洋
大
学　

教
授　

古
賀　

稔
彦
氏

　
　

嬉
野
市
体
育
館
：
俳
優　

片
岡　

鶴
太
郎
氏

　

講
師
は
佐
賀
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
な
方
々
で
、
参
加
者
は
皆
さ
ん

感
銘
を
受
け
、
研
修
の
成
果
を
満
足
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。                                                                                                                                                                                                                            

　

大
会
中
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
高
校
生
に
よ
る
和
太
鼓
、
吹
奏
楽
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、

合
唱
、
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
楽
器
ジ
ャ
ン
ベ
の
演
奏
、
創
作
ダ
ン
ス
、
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
（
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
し
な
い
チ
ア
ダ
ン
ス
）
の
他
、
地
元
高
校
生
と
タ
レ
ン
ト
は
な
わ

氏
の
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
プ
ロ
に
よ
る
篠
笛
の
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
と
て
も

趣
向
を
凝
ら
し
て
お
り
、
目
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
実
行
委
員
長
か
ら
参
加
の
皆
様
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
次

期
開
催
地
の
京
都
府
へ
全
国
高
Ｐ
連
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　合田　貴憲　氏
（観音寺総合高校前PTA会長）
　　単Ｐ副会長１年
　　単Ｐ会長２年
　　県高Ｐ連理事２年

◆全国高Ｐ連会長表彰（団体）

　高松中央高校PTA

◆PTA活動振興功労者表彰（個人）

　高瀬高校PTA

◆優良PTA文部科学大臣表彰（団体）

　小林　康則　氏
（香川県高Ｐ連元副会長）
　　県高Ｐ連副会長２年

　井上　直樹　氏
（香川県高Ｐ連前事務局長）
　　県高Ｐ連事務局長５年

夜間や休日の留守番電話対応等の導入

・部活動における休養日及び活動時間の設定は、成長期にある生徒が運動、食事、休養等バランスのとれた生活を送るうえでも重要です。
・来年３月中に策定予定の「香川県部活動ガイドライン（仮称）」に沿って、各県立学校で適切な休養日や活動時間を設定します。

部活動の休養日・活動時間の設定

「教職員の働き方改革プラン」については、県教育委員会ホームページの「教職員の働き方改革」をご覧ください。
http://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkyoui/somu/workplan.html 香川県教育委員会　働き方改革 検索

　観音寺第一高校PTA


